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3．Proceedings of the International Symposium on Thalidomide Embryopathy 
in Tokyo, 2015(Final edition) の発行

研究代表者	 日ノ下　文彦	 国立国際医療研究センター病院　腎臓内科

2015 年 11 月 21 日 に 開 催した International	
Symposium	 on	 thalidomide	 embryopathy	 in	
Tokyo の内容（英文）を再編集し、Final	edition	
として冊子にまとめた。本文は巻末別添資料 1参
照。
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【諸言】
2015 年 11 月 21 日、東京でサ症国際シンポジ
ウムを開催し、実際に診療や研究に従事している
独英の専門家らを招き、意見交換を行うことがで
きた。また、このシンポジウムで各国のサリドマ
イド胎芽症（サ症）に対する取り組みや医療事情
をかなり深く知ることができた。
そこで、今回は以下のドイツ、英国、スウエー
デン、スイスの専門家を訪れ、医療現場での取り
組みを視察し、様々な問題について意見交換を
行った。訪問もしくは接触した専門家は以下の通
りである。
I.	 Dr	Rudolf	Beyer,	Klinik	 für	Anästhesiologie	
&	Operative	Intensivmedizin,	SchönKlinik	

	 Hamburg,	Germany
II.	Prof.Dr.med.Klaus	M.	Peters,	Department	of	
	 Orthopaedics,	Dr.	Becker	Rhein-Sieg-Klinik　
	 in	Nümbrecht,	Germany
III.	Dr	Dee	Morrison,	The	Thalidomide	Trust,	
UK		

	 Hilton	Cologne	Hotel,	Germany	にて
IV.	Dr.	Shadi-Afarin	Ghassemi,	Sahlgrenska	
	 University	Hospital,	Gothenburg,	Sweden	と
	 EX-Center,	Solna,	Sweden 訪問
V.	Dr	Jan	Schulte-Hillen	&	Dr	Bettina	Ehrt,	
	 Germany,	St.	Anna	Clinic	Lucerne,	
	 Switzerland にて

なお、報告は帰国後、訪欧した班員が訪問レポー
　トにまとめた（64 〜 79 ページ参照）。
	

4．欧州の視察・見学、専門家との交流
	
研究代表者	 日ノ下　文彦	 国立国際医療研究センター病院　腎臓内科
研究協力者	 栢森　良二	 帝京平成大学健康メディカル学部　理学療法科　
研究協力者	 志賀　智子	 東京女子医科大学附属病院　総合診療科

	

研研究究要要旨旨  
  サリドマイド胎芽症の諸問題について幅広く国際的見地から検討するため、2014 年 10 月にはハイ

デルベルク大学、コンテルガン財団、ニュールンベルクの専門医、サリドマイド・トラストを訪問し、

情報交換、意見交換を行った。また、2015 年 11 月には欧州や豪州の専門家を招いて東京で国際シン

ポジウムも開催した。今年度は過去 2 年間に培った人脈を活かして、臨床的にサリドマイド胎芽症と

真正面から向き合い診療に取組んでいる施設を訪問し、医療現場での取り組みを視察して様々な医療

情報を得たほか、今後の問題点や治療のあり方について議論してきた。 
 今後、欧州で実践されているサリドマイド胎芽症の医療や支援策の良い点を紹介するとともに、わ

が国の医療にも取り入れて、サリドマイド被害者に還元されるよう努力していくべきである。 
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